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※ホームページ掲載にあたり
一部写真にぼかしを入れています。



平成29年度地方創生関連事業概要（ソフト事業）
①しもつけ・未来・プロモーション事業

シティプロモーション専用サイトは、女性層
や若年層に親しみやすいデザインに一新し、
内容をより充実。昨年度制作したユーチュー
ブ動画は再編集し、イベントや各スポットの
紹介動画として活用。

市の知名度向上とともに、新しくなっ
たシティプロモーション専用サイトへ
の誘因を目的としたブランディング動
画を制作。

１

総再生回数 131,108回
（平成３０年２月５日時点）

※フェイスブックおよびユーチューブに
掲載した動画の合計再生回数

◆シティプロモーション専用サイト ◆ブランディング動画

アクセス回数 68,410回
（平成３０年２月５日時点）

※昨年度のアクセス数の約1５倍



○昨年度、概要版となる「しもつけしってる？」（全12ページ）を作成

・文字ばかりのパンフレットは敬遠されることから、3コマ漫画を活用し、手に取ってもらい

読んでもらえるよう工夫。

・昨年度10,000部刷り、好評のため本年度10,000部を増刷。

・東京圏でのイベント、市内外のイベント、市内各施設（道の駅やJR3駅など）において配布。

○本年度、詳細版「下野市のコト100（仮）」（全28ページ）のパンフレットを作成中

・概要版（しもつけしってる？）の内容を包含しつつ、暮らしに関する情報をより盛り込み、

移住も見据えたシティプロモーション用パンフレットとする。

・99人の市民に写真で登場してもらい、活気のある魅力的な街であることをPRするとともに、

「100人目になるのはこれを手に取ったあなたです！」というメッセージを込めた内容とする。
２

◆シティプロモーション用パンフレットの作成



エール大使・下野紘さん（人気声優）と
観光大使・瓜田瑠梨（まろに☆えーる）を起用し、
エール大使である一葵さやかさん（漫画家）に
キャラクターを書き下ろしてもらい制作。

➽下野市にゆかりのある歴史上の人物「下野朝臣古麻呂（声：下野紘さん）」を
モチーフに、現在の下野市を舞台とした短編アニメーション。

➽子ども（子育て世代の保護者）から若者世代へ下野市をPR。

３

◆ご当地アニメの制作

【広告展開】
・アニメ完成記念特番の放送（1月10日：とちぎテレビ）
・インターネットサイトへのプレスリリース ・アニメ関連店舗へのチラシの設置
・アニメ雑誌への広告掲載 ・ユーチューブ動画への広告
・テレビ番組「まろに☆え～るTV」内での広告 2月~3月（全9回）
とちぎテレビ・テレビ埼玉・テレビ神奈川・千葉テレビ・群馬テレビ・ユーチューブ配信



４

◆アニメを活用した市内への誘客

観光協会においてアニメのブルーレイディスク（アニメ本編＋特典映像）を販売。
実際に市内に足を運んでもらうため、現時点では市内でのみの販売。
発売日に開催したイベントには300人がポッポ館に詰めかけた。

アニメ内で登場する市内各所を巡り、市内を周遊してもらうため、聖地巡礼マップを
制作。また、スタンプラリー企画を実施し、これに併せ「まろに☆え～る」のラッピ
ング自転車の貸出を開始した。

開店前の列の様子 物販の様子 発売記念イベントの様子

聖地巡礼マップ スタンプラリー台紙とスタンプポイント

ラッピング自転車



◆移住セミナーの開催（ふるさと回帰支援センター：東京有楽町）

５

1月22日（日）

とちぎ暮らし合同セミナー（14名参加）

7月9日（日）

地域おこし協力隊セミナー（22名参加）

8月20日（日）

とちぎ暮らし合同セミナー（13名参加）

9月30日（土）

5県合同移住セミナー （42名参加）

3月10日（土）開催予定

下野市単独移住セミナー

とちぎ暮らし合同セミナーの様子

5県合同移住セミナーの様子

セミナー時の資料



農畜産物の普及促進のため、特産品のＰＲや
新メニューの開発等を行っています。

第2回かんぴょうサミット
➽平成２９年１０月２日（月）神田 学士会館
➽生産者や地元関係者と都市消費者や料理研究家との
交流を促進

➽２７名参加

６

③地元農畜産物普及事業

かんぴょう麺（麺屋武蔵）

第２回かんぴょうサミットの様子

東京ベジツアーの様子

東京ベジツアー
➽平成２９年１０月３日（火）

新宿伊勢丹～HatakeCafe～HALYAMASHITAなど
➽７名参加



実際に下野市に足を運んでもらい、下野市の魅力を直に感じてもらいます。

◇今年度は４回実施 （③④は、小金井駅集合とした着地型として実施）
①7/22(土) 162名応募 36名参加
②8/20（日） 76名応募 32名参加
③11/5（日） 80名応募 40名参加
④12/9（土） 88名応募 39名参加

７

⑤観光プロモーション事業

30～40歳代の親子連れ、50～60歳代の夫婦・友人での
参加が多い。



しもつけブランドフェア
（道の駅しもつけ）
➽10月1日（日）開催
➽ブランド認定品32品目
➽来場者数約1,000名

下野市フェア2017
（東京シティエアターミナル）
➽7月17日（月・祝日）開催
➽延べ1,000名が来場
【出展】
商工観光課・下野市観光協会
総合政策課・文化財課
都市計画課・区画整理課
道の駅しもつけ
栃木県干瓢商業協同組合

デスティネーションキャンペーン
に向けてオール下野で市のPR！

８

⑥イベント事業



エール・え～る
Xmas2017inしもつけ
➽12月9日（土）開催
➽「輝け下野エール大使」である
下野紘さん、ザ・たっちのお二人
を招いてのイベント

➽当選参加者数約300名
（応募者数1,192名）

９

⑥イベント事業



１０

⑦定住希望者住宅取得支援事業

【補助実績】
🏠家庭菜園整備
平成28年度：５件
平成29年度：３件

🏠住宅新築補助
平成29年度：３件

（140万円）

⑧出会い・婚活の支援

婚活コミュニケーション力の向上
のため、第一印象をよくするため
のマナーや話し方を学ぶ講座を２
回開催。

💙延べ参加者数 24名

スキルアップ講座の開催



◇1市2町連携婚活バスツアー 下野市・上三川町・壬生町で連携し、
東京圏の女性を呼んで地元男性との
婚活を実施

【平成２８年度】 第1回～第3回
💙男性 51名(平均年齢36.3歳)

女性 51名（平均年齢35.5歳）が参加
💙カップリング率は驚異の37.2％

【平成２９年度】 ３回実施
💙第4回
男性 20名（平均年齢36.3歳）
女性 20名（平均年齢34.2歳）
カップリング 5組

💙第5回・・・悪天候（台風）
男性 16名（平均年齢34.8歳）
女性 14名（平均年齢34.6歳）
カップリング 4組

💙第6回
男性 15名（平均年齢33.2歳）
女性 17名（平均年齢38.9歳）
カップリング 9組

💙カップリング率は、驚異の３６％
昨年に引き続き高い率となった。

１１

⑧出会い・婚活の支援



◆下野薬師寺に続き下野国分寺の復元CGを制作。
◆歴史文化を活用した観光振興協議会を立ち上げ、「東の飛鳥」を目指した
観光拠点化推進事業を実施。

１２

⑨東の飛鳥プロモーション事業



１３

⑩ツール・ド・とちぎの運営協力
ツール・ド・とちぎ2018

栃木県全域を舞台として２年を
かけて県内全市町を巡る、全国
に先駆けたＵＩＣ（国際自転車
競技連合）公認のサイクルロード
レース。
➽昨年の第１回大会は、
約６万６千人の方が観戦に訪れ、
沿道で熱い声援を送った。

第2回大会
➽開催日
3月23日（金）

～3月25日（日）
➽第3ステージ（3月25日）
は下野市がコースとなる。



◆現在、民俗資料館となっている「夜明け前」をコミュニティ古民家カフェ
および多目的スペースに改修

◆テイクアウト方式の飲食の提供

市内観光施設との周遊性を高めるイベント等を開催するなどし、花まつりや芋煮会
などのイベント時だけでなく、年間を通して天平の丘公園に人を呼び込むための仕
掛けづくりを行います。

完成イメージ

１４

平成29年度地方創生関連事業概要（ハード事業）
①民俗資料館夜明け前リノベーション事業



１５

事務室

売場・カウンター
・飲食スペース

夜明け前

倉庫

多目的スペース

厨房・
事務所



下野薬師寺歴史館増改築事業

◆ARシステムの公開スペースの確保
◆団体見学者への対応スペースの確保
◆ボランティア活動スペースの増築

増築予定箇所

１６

②東の飛鳥プロモーション事業



１７

➽ＶＲコンテンツを活用し、道の駅しもつけに立ち寄る観光客を歴史館の収益
とシティプロモーションにつなげるため、歴史館グッズの開発やバスで来訪
する団体客の受け入れが可能な体制を整備します。

➽小学生の体験学習の活性化を「ふるさと愛の醸成」につなげていきます。

外観（北側から） 多目的ホール（南側から）

②東の飛鳥プロモーション事業



１８

③グリムの館施設整備事業



１９

③グリムの館施設整備事業


